
  

 

 

 

【被災地支援】 

岩手県釜石市からの報告（概要版） 
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釜石市の市章 

          
中央はカマ（釜）、輪郭は海の防波堤ならびに鉄を表わし、 

みなと釜石と鉄都を表徴するとともに、釜石の振興発展を意 

味しています。 

 

 

 
               イメージキャラクター“かまリン” 

 
『かまリン』は釜石市のイメージキャラクターです。平成 

１９年（2007年）にデザイン・愛称を公募し、釜石の「かま」 

と海の「マリン」を組み合わせて愛称が決定しました。 

デザインは、釜石市の頭文字「か」をモチーフに、釜石の 

特徴である高炉の熱い炎、釜石の花はまゆり、美しい海と魚 

をシンボライズしています。右上がりを意識したデザインが、 

上を向いて元気に未来へ駆ける釜石市民を表しています。 
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①はじめに 

 私は、東日本大震災津波により壊滅的な被害を受けた岩手県釜石市における復興支援業務（所 

得税及び復興特別所得税の確定申告業務等の支援）従事のため、平成２６年２月２日（日）から 

３月１５日（土）までのおよそ１ヶ月半の派遣の命を受けました。 

 私は、平成１２年４月から４年間配属された税務課市民税係での勤務経験等により、昨年まで 

毎年北広島市主催の確定申告受付の応援に携わっておりましたが、この度の派遣勤務の命を最初 

にお話しいただいたときは、税務実務経験後９年余りが経過しているため、無事に派遣業務を遂 

行できるのか、現所属である教育委員会教育総務課の業務停滞に繋がらないか等、様々な思いが 

交錯しました。 

 しかし、震災発生当初の生存者の救助活動や行方不明者の捜索並びにガレキの撤去等に携わっ 

てこられた自衛隊や各都道府県の消防等の活動、釜石市でも展開されたアメリカ海軍の「トモダ 

チ」作戦による支援活動、そして民間団体、私個人によるボランティア活動等を報道で知る度に、 

「自分自身も被災地支援のために何か実践することがあるのではないか？」と考えつつも、それ 

が叶わなかった私には何か自責の念にも似た想いが心の奥底にありました。 

そのため、何よりも震災からの復興に懸命に励む釜石市民や釜石市職員の方々の支援に、自分 

が培ってきた経験や知識が少しでも役に立つのであれば、という想いが募り、この想いを教育委 

員会の皆さんより後押しをいただき、そして私の家族の応援も受けて、この度の派遣の命を快諾 

させていただきました。 

  

 以下の報告は、私が釜石市派遣中に北広島市宛にメールで近況報告させていただいた「【被災 

地支援】岩手県釜石市からの報告」のうち、釜石市や釜石市周辺自治体の震災被災地状況視察等 

の記述を中心として収録した「概要版」であります。 

釜石市をはじめとする震災被災地の現状を見聞した私からのメッセージとして、この報告を多 

くの市民の方々にご覧いただけたら幸いです。 

 

【参考】東日本大震災における被害状況（平成２５年９月１日消防庁災害対策本部発表） 

  
死者数 

(人） 

行方 

不明者数 

(人） 

重軽 

傷者数 

(人） 

全壊 

住家数 

(棟) 

半壊 

住家数 

(棟) 

一部破損 

住家数 

(棟) 

全国 18,682 2,674 5,618 126,273 269,726 644,946 

釜石市 986 152 不明 2,957 698 1,049 

 

②釜石市東部地区等の被害状況 
 釜石市の中心部である東部地区は釜石湾に面しており、製鉄業と水産業を中心に発展してきた 

地域です。甲子川沿いの平坦地に、製鉄業や水産業の関連施設の他、商業、流通・運輸、教育・ 

文化、行政などの都市機能が集積し、古くから中心市街地が形成されてきました。 

 東日本大震災津波はこの中心市街地のほぼ全域（釜石駅から東側）を襲い、甲子川を約3.5km 

も遡上しました。地区人口6,971人に対して死者・行方不明者2 2 9人、住宅3,291戸の約４割に 

あたる1,308戸が被害を受け、また、防災・災害対策の拠点となるべき市庁舎や消防署もこの地 

区にあったため、浸水等により大きな被害を受けました。 

 

 平成２６年２月２日（日）、飛行機やバス、列車を乗り継ぎ、赴任の地、釜石市に１６時４５ 

分頃到着した私は、滞在先のホテルから釜石市役所までの徒歩約２０分の道程を歩いてみました。 

私が歩いた場所が釜石市の中心市街地である釜石市東部地区にあたり、滞在先のホテルは釜石 

駅から徒歩で３分ほど西に歩いたところにありますが、震災時にはこのホテルの１階床下まで浸 

水し、辺りでは大量のガレキや車が津波によって押し流されてきたとのことです。 

 メインストリートである県道４号線沿は震災直後に建て直した思われる店舗などが複数あり、 

私が想像していたよりも整然とした商店街を形成していました。しかし、震災当時、木造の建築 
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物はほとんどが全流出しているので、かっては 

建築物があったと思われる更地がいたる場所に 

あり、解体されないまま残っている商店等もい 

くつかありました。 

 釜石市役所本庁舎は地上４階建て、地下１階 

の鉄骨鉄筋コンクリート作りの荘厳な雰囲気が 

漂う一方、板張りの廊下があるなど、大変趣の 

ある庁舎です。 

釜石市役所本庁舎は高台に建っており、高台 

部分が市役所の地下１階にあたり、各課の書庫 

等として利用されていましたが、震災時には地 

下部分は全て水没し、書類の全てが水浸しにな 

ったとのことです。 

 

以下の写真「①釜石市役所本庁舎の全景」では、市役所前が駐車場のようになっていますが、 

ここは元々駐車場ではなく、民家や商店等が立ち並んでいました。しかし、震災で壊滅的な被害 

を受け、外観だけは留めていた建物も撤去され、現在は市役所駐車場として利用されています。 

 

 

 なお、釜石湾には、北堤9 9 0ｍ、南堤6 7 0ｍからなる湾口防波堤が整備されていました。この 

防波堤は、過去、多くの津波被害により尊い生命や財産が奪われてきた経験から、津波災害から 

市民を守り、安全な港を整備するため、耐震設計も取り入れ、1978年から建設（総費用約1,200 

億円）に着手し、2009年に完成しました。 

完成当事、水深６３ｍという世界で最も深いところにある防波堤として2010年にはギネス世界 

記録にも認定されましたが、今回の津波により北堤、南堤ともに破壊され、また海岸の防潮堤も 

2 . 1kmにわたり半壊しました。 

 

釜石市東部地区の様子(被災した書店跡) 

①釜石市役所本庁舎の全景 

②ここに注目 

③釜石市役所本庁舎 正面玄関付近 ④ここまで津波がきました。 
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 しかし、津波遡上高を近接する他地区と比較したデータによると、釜石湾内8 . 1～11.7ｍに対 

して、湾外は12.5～18.3ｍに達し、またシミュレーションの結果によっても湾口防波堤が津波高 

で４割、遡上高で５割、流速で５割を低減し、防潮堤を超える時間を６分遅延させていたことが 

確認されており、津波襲来時には、湾口防波堤と防潮堤が一体的に機能し、一定の津波減災効果 

を発揮したと考えられています。 

 ※上の写真は釜石市鉄の歴史館に所蔵されている湾口防波堤に関する資料です。 

 

津波に破壊された湾口防波堤の復旧工事は震災から約１年後の2012年２月に開始され、復旧費 

用は約4 9 0億円、2016年３月までに完成する予定です。 

 

 左下の写真は、２月２０日（木）の確定申告会場である唐丹公民館の２階から撮影した唐丹町 

小白浜地区の様子です。唐丹町は釜石市の南部に位置し、小白浜地区の市街地は後述する本郷地 

区と同様、強固な防潮堤によって守られていましたが、大津波によって防潮堤の一部が倒壊し、 

町の半分は壊滅しました。大津波によって破壊された防潮堤の一部は現在は撤去されていますが、 

防潮堤があった跡が写真でもよく分かります。そして防潮堤に守られていた階段状の住宅群の跡 

も雪に覆われてはいますが確認することができます。 

 そして大津波の凄まじいエネルギーを示すのが右下の写真です。この写真も唐丹町小白浜地区 

で撮影したものですが、ガードレールが剥がれ、反対側のガードレールの支柱に大きく曲がりな 

がら引っかかっております。大津波が押し寄せた際の威力の凄まじさと、圧力が加わった方向が 

よく分かります。 

この２枚の写真を撮影した時、大海原には明るい陽光が降り注ぎ、心地よい潮風が吹き渡って 

いました。今から３年前、この美しい海が豹変し、想像を絶する猛威を振るったことが嘘のよう 

に、この日の海はとても穏やかでした。 

 

 

唐丹町小白浜地区（矢印が防潮堤があった跡） 

が 

唐丹町小白浜地区（剥がれたガードレール） 

が 
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③震災被災地の視察 
釜石市や釜石市周辺自治体の震災被災地状況視察は、私の釜石市滞在中、公私に亘り大変お世 

話になりました釜石市総務企画部税務課市民税係の廣田係長の存在無くしては実現しなかったこ 

とであります。 

 廣田係長は、震災発生当初から約１ヶ月もの間、自宅に一度も帰ることなく市役所近くの避難 

所の指揮を執っておられた経験もある方です。 

廣田係長は、日々の確定申告受付等で疲労も蓄積されているにも係わらず、私が北広島に帰郷 

した後も、震災の記憶を風化させないために多くの事実を持ち帰ってほしいとの想いから、休日 

である２月１１日（火）と３月１日（土）の二日間を利用して、自らの自家用車で釜石市と釜石 

市周辺自治体の震災被災地状況視察に連れて行って下さいました。 

 ２月１１日は、釜石市箱崎地区、仮宿地区、鵜住居地区、大槌町、山田町、宮古市田老地区の 

状況を、３月１日は、釜石市唐丹町本郷地区、陸前高田市、宮城県気仙沼市、南三陸町、石巻市 

の状況を視察させていただきました。 

 

(1)２月１１日の視察 

（釜石市箱崎地区） 

釜石市箱崎地区には東部漁協の中心漁港がありましたが、津波の影響で漁港の桟橋は明らかに 

沈下していることが分かり、漁港の背後にある住宅地があったと思われるエリアは完全に荒廃し 

ておりました。 

私にとって釜石東部地区以外の震災被災地として初めて目にする光景でしたが、ガレキ等は完 

全に撤去されているものの、明らかに住居等の跡と思われる壊れた基礎がいくつも並んでいる光 

景を見て、言葉に言い表すことのできない衝動に駆られました。 

当日は震災から３年を経過する被災地の状況を報道しようと、テレビ局の取材クルーがいたる 

ところで見受けられましたが、この箱崎地区に隣接する根浜地区で震災当時、津波に流されたと 

ころをたまたま流されてきたバスの屋根に登って間一髪のところを助かった旅館の女将さんの映 

像を見た方もいらっしゃると思いますが、その女将さんが取材を受けている様子を見ました。で 

きれば直接女将さんにその当時のお話を伺いたかったのですが、取材が長引きそうなので止む無 

くここを後にしました。 

 

（釜石市仮宿地区） 

釜石市仮宿地区は、全ての住宅が護岸補強された高台にありますが、津波の直撃を真っ向から 

受けてしまった地区です。私がここを訪れたときに行ける範囲ぎりぎりまで岸壁の下方まで歩い 

てそこから住宅地の方を見上げましたが、海面から住宅地までは高さが裕に１０ｍぐらいはある 

と思いました。津波の規模の大きさを想像し、恐ろしく感じました。赤いスプレーで線が引かれ 

ている民家がありましたが、津波がここまで到達したことを残そうとして、ここの家の方が引い 

たとのことです。 

  

 

赤いスプレー 護岸補強された高台にある仮宿地区 
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（釜石市鵜住居地区） 

 釜石市鵜住居地区は大槌湾と両石湾に面し、大槌湾には鵜住居川が流れ込み、下流域に地区の 

中心市街地が形成されていましたが、津波は防潮堤を約5 0 0ｍに亘り破壊し、鵜住居川下流の低 

地に広がる市街地の奥深くまで押し寄せました。また、２０ｍを超える巨大な津波が押し寄せた 

両石湾の被害も甚大で、両石漁港海岸では、高さ9 . 3ｍ、延長4 0 0ｍの防潮堤が1 5 0ｍに亘って 

破壊され、海岸近くと国道４５号線沿いに立ち並ぶ家屋の多くが全流出しました。 

 鵜住居地区の死者、行方不明者は釜石市全体の半数を超える5 8 0人にのぼり、市全体の浸水面 

積738haの３分の１を超える266haが浸水し、地区全体の住居の約７割にあたる1,668戸が被災 

するなど、釜石市内では最大の被害を受けた地区です。 

 この鵜住居地区の甚大な被害の中でも「釜石の悲劇」として語られているのが、地区の拠点避 

難所である鵜住居地区防災センターに避難した推定2 4 8人の住民を襲った大津波による惨事で、 

避難住民のうち、３４人は生存が確認されたものの、1 8 1人が犠牲となり、残る３３人は現在も 

なお行方が分かっておりません。 

一方、「釜石の奇跡」として語られているのが、釜石市が積極的に取り組んできた津波防災教 

育と併せて様々な訓練を実施してきたことの積み重ねや「想定にとらわれない行動」を実行した 

ことにより、鵜住居地区の海岸近くに並んで立地していた鵜住居小学校と釜石東中学校の児童・ 

生徒たち全員が無事だったことです。 

 

鵜住居地区には当時の鵜住居小学校と釜石東中学校の児童・生徒たちの行動を回想しながら向 

かいました。中心市街地があった場所に近づくにつれ、３年前にはここに中心市街地があったと 

は到底思えないような荒れ果てた光景が広がっていました。 

やがて、悲劇のあった防災センター跡地に到着しましたが、同センターは平成２５年１２月に 

解体、撤去され、跡地には震災犠牲者の慰霊堂が建立されておりました。私が訪れたこの日も、 

震災犠牲者慰霊のため訪れる人が後を絶たないような状況でした。 

防災センター跡地のすぐ隣には、鵜住居地区に住む市民有志の方々の協力により運営されてい 

る「お茶っ子サロン（北広島市の地域のお茶の間のようなもの）」があり、震災犠牲者のご遺族 

の方々などの憩いの場として利用されています。 

 

この地は釜石市における「奇跡」と「悲劇」が同時に起こった場所です。奇跡をもたらした児 

童・生徒たちの中には、悲劇により家族を津波で流されてしまった児童・生徒も数多くいたと、 

廣田係長から伺いました。 

震災当時、鵜住居地区の児童・生徒 

の多くは市の避難所で家族が迎えに来 

るのを待っていたそうです。 

避難所の指揮を執っていた廣田係長 

の体験として、無事家族との再会を果 

たすことが出来た子どもがいる一方、 

何日経っても家族が迎えに来ない子ど 

もの姿は本当に見るに耐えられず、こ 

れ以上に悲しいものはない、と仰られ 

ました。 

尊い家族の命を失い、残された子ど 

もたちがどれほどの深い悲しみを心に

負ってしまったのか、そのことを思慮 

するだけでも、辛く切ない気持ちに心

が覆われました。 

 

 私は震災の犠牲になった方々に哀悼の意を表し、そして最愛の家族をこの世に残されているの 

であれば、天国でいつまでも見守ってほしいという想い、そして子どもたちには明るく輝く光を 

いつも灯してほしいという想いを心の中で念じました。 

 

倒れたままの電灯が残る鵜住居地区 
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（岩手県大槌町） 

 釜石市に隣接する大槌町では、釜石市鵜住居地区と同じ大槌湾に面する区域にＪＲ大槌駅や公 

共施設、商業施設、住宅地が立地する町の中心市街地がありましたが、津波被害により中心市街 

地のほぼ全域が浸水し、建物の大部分が流出、火災も発生するなどの壊滅的な被害を受けました。 

大槌町での死者8 5 3人、行方不明者4 3 3人を合わせた被災者数は1,286人にのぼり、震災前の 

平成２３年２月２８日現在の総人口16,058人の約８％にあたります。これは岩手県内では最も高 

い割合であり、さらに住宅地や市街地を中心とした「建物用地」面積に占める浸水率は大槌町が 

岩手県内最大の５２％にのぼり、陸前高田市が３６％、山田町と大船渡市が３０％の浸水率とな 

っているため、大槌町が突出して広範囲な被害を受けたことが分かります。 

 私は大槌町の中心市街地の様子をまず 

公民館がある高台から眺めましたが、建 

物はほとんど残っておらず、残っている 

建物は旧町役場庁舎跡のように高台から 

見ても明らかに廃墟とわかる建物や工事 

関係と思われるプレハブ建物しか残って 

いないように見えました。 

その光景は幻影ではなく、何か自分の 

気力がどんどんと失せていくような錯覚 

に駆られました。 

その後、大槌町の壊滅的な津波被害の 

象徴である旧町役場庁舎跡に行きました。 

震災当時、築５０年を超える２階建庁舎 

は全て浸水し、建物の中の物はほぼ全て 

流出したとのことですが、この庁舎の前 

に実際に立って見てみると、その時の津波の凄まじさを十分理解できます。かろうじて外観は留 

めているものの、今にも崩れ落ちそうな廃墟と化していた旧町役場庁舎跡は、何かを物悲しげに 

語っているかのように静かに佇んでおりました。 

震災当時、災害対策本部を庁舎前の駐車場に設置しようとしていたところを津波に襲われ、町 

長をはじめ課長級の職員７人を含む４０人の町職員が死亡又は行方不明となりましたが、今回の 

大震災津波で首長が犠牲となったのは大槌町だけです。 

私がここを訪れた時に、震災の犠牲になった町職員のご遺族の方でしょうか、庁舎前に設けら 

れた祭壇に供花を供えに来られた方がいました。私も同じ自治体の職員として、心よりご冥福を 

お祈りさせていただきました。 

町長をはじめ幹部職員を多数失ったため、大槌町の行政機能は一時的に停止状態となりました。 

その年の８月末の町長選挙で現町長が新町長に就任するまでの約５か月は町長不在、同時に副町 

長も不在だった期間が２か月という異例の事態を乗り切り、大槌町は、これまでの最大6 . 4ｍか 

ら倍以上である14.5ｍの防潮堤建設を柱とした復興計画を基に、あらたな街づくりに取り組んで 

います。 

 

（岩手県山田町） 

 山田町は、沿岸部のいずれの地区も山地が海近くまで迫り、わずかな平野部に人口が集中する 

町です。市街地に面していた山田湾は北に重茂半島、南に船越半島に囲まれた天然の良港であり 

ましたが、今回の大震災津波では、入口が狭く円形をした内湾の形状によって、湾内に侵入した 

津波が長時間湾内にとどまり、波同士が反響し合って被害を拡大させました。 

 船越半島地区にあった介護老人保健施設の利用者７４人、職員１４人が死亡又は行方不明とな 

るなど、町全体で死者6 7 1人、行方不明者1 4 9人、家屋の倒壊が3,167棟という甚大な被害を受 

け、市街地を中心として大規模な火災も発生しました。 

中心市街地だった山田地区では焼失面積が約１６ｈａにものぼり、家屋が津波被害にあったも 

のの、かろうじて生存していた方々の中にはこの火災により命を落とした方も多数いたそうです。 

当時の状況としては、津波で破壊された家屋と海岸側から運ばれたガレキが積み重なって延焼 

 

大槌町の中心市街地の全景(矢印が旧町役場庁舎跡) 

（ 
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しやすい状況にあった他、道路上にもガレキや避難のために乗り捨てられた車両があったため、 

それらを媒体として広範囲に火災が広がったと考えられています。 

消防車は道路上に重なったガレキでほとんど動けず、断水の影響もあり有効な消火活動はほと 

んど出来なかったそうです。 

 私が山田町を訪れたときは、釜石市、大槌町で目の当たりにした光景と同じ光景が広がってお 

り、隣接する３つの沿岸被災自治体を視察させていただいたという影響もあると思いますが、ど 

こまで進んでも普段私が北海道で目にしている風景と明らかに異なる風景が延々と続くのを見て、 

同じ日本という豊かな国なのに、豊かな日本の国とは思えない惨状が信じられませんでした。 

自分に何か出来ること、協力できることとは何かを強く自分自身に問いただしてみましたが、 

現実があまりにも痛ましすぎ、答えが見つからなかった自分が本当に情けなく感じたのを覚えて 

います。 

 山田町でも震災犠牲者の慰霊碑の周辺にご遺族と思われる方々が多数訪れていました。震災の 

犠牲になられた方々へのご冥福をお祈りし、ご遺族の方々には、少しでも安らかな心を持ち続け 

ていられるよう願うことが、その時、私が出来る精一杯のことでした。 

 

（岩手県宮古市田老地区） 

 宮古市の沿岸部のうち最も被害が大きかったのが田老地区（旧田老町。平成の大合併により平 

成１７年に宮古市と合併）です。市全体の建物被害における全壊棟数2,677棟の約２７％にあた 

る7 2 9棟がこの地区に集中しており、また、死者、行方不明者も市全体の5 5 9人の約３２％にあ 

たる1 8 1人にのぼり、宮古市内では最も多い状況となっています。 

 田老地区は、南北に国道４５号と三陸鉄道北リアス線が通り、市の総合事務所や教育・医療施 

設等の公共施設、商店、飲食店などが集中する市街地が形成され、海岸部には漁業の拠点となる 

田老漁港がありました。 

 田老地区は過去幾度となく甚大な津波被害を受けており、明治２９年の明治三陸津波では、約 

１５ｍの津波が襲い、死者、行方不明者1,859人、昭和８年の昭和三陸津波では、約１０ｍの津 

波により、死者、行方不明者9 1 1人の被害が発生しました。 

 田老地区では、このような過去の津波災害の経験を踏まえて昭和９年から防潮堤の建設が始ま 

り、太平洋戦争による中断を経て、昭和３３年に延長1,350ｍの第一防潮堤が完成しました。昭 

和３５年に発生したチリ地震津波で三陸沿岸は大きな被害を受けましたが、田老地区は被害がな 

く、「田老の防潮堤」は内外から注目されることとなりました。その後、チリ地震津波対策事業 

として第二防潮堤（5 8 2ｍ）、第三防潮堤（5 0 1ｍ）の建設が進められ、昭和５４年までに総延 

長2,433ｍのＸ字型、海抜１０ｍの通称「万里の長城」と呼ばれる大防潮堤が完成しました。 

 田老地区では、こうしたハード面の整備だけでなく、防災教育、防災訓練などソフト面での防 

災対策も積極的に行ってきており、平成１３年度の総務省消防庁の「防災まちづくり大賞」も受 

賞しました。 

 しかし、このような「津波防災のまち」としての長年の努力にもかかわらず、今回の大震災津 

波（津波痕跡高16.3ｍ）によって、第二防潮堤が破壊され、第一、第三防潮堤を超え、津波が市 

街地に押し寄せたため大きな被害が発生しました。 

 私が宮古市田老地区を訪れたときに真っ先に目に入ってきたのが、万里の長城と謳われ、決壊 

を免れた壮大な第一、第三防潮堤の景観でした。 

 第一防潮堤の上に実際に登ってみましたが、上から眺めるとＸ字の形がよく分かりました。そ 

して、海抜１０ｍの防潮堤ですので、かなりの高さがあることもよく分かりました。 

 防潮堤の海側はもちろん反対側（市街地部分）は建物らしいものはほぼ何も残っていませんで 

したが、たろう観光ホテルの残骸だけが、訪れた人に何かを語りかけているかのように佇む姿を 

見て、計り知れない空虚感を感じました。 

 たろう観光ホテルは、３月８日に宮古市が建物は無償、土地は約2,650万円で経営者側から取 

得し、国の復興交付金を活用する震災遺構の第１号として保存工事を行い、2015年度から一般公 

開されることが決定しました。 

 田老地区では現在「田老地区海岸災害復旧事業」により、沈下した防潮堤の天端を基の高さに 

戻す嵩上げ、破壊された陸閘、樋門の復旧工事が施されており、さらに海岸側に海抜14.7ｍのも 
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う一つの防潮堤が整備されるとのことです。 

 「ハードによる減災には限界がある」ということを痛感させられた場所でありましたが、現在 

進行しているこの事業とソフト事業の推進により、この地区に住む方々の生命、未来への希望を 

徹底して守り抜いてほしいと切に願うばかりであります。 

 

(2)３月１日の視察 

（釜石市唐丹町本郷地区） 

 釜石市唐丹町本郷地区は唐丹湾に面し、海岸部に漁港があり、防潮堤の後背地の低地と昭和三 

陸津波後に高台に造成された住宅地によって形成されています。 

 同地区では、住民のうち半数以上が死亡する大きな被害が発生した昭和三陸津波の後、海岸よ 

り6 0 0ｍ離れた海抜２５ｍ以上の山腹を階段状に切り崩して宅地をつくり、1 0 1戸が集団移転し 

たとのことです。そして新たな宅地とかっての大津波で浸水被害があった低地との間には、この 

地区の復興への願いと、現天皇陛下のご生誕の祝福を兼ねて昭和９年に2,800本の桜が植えられ 

ました。 

 

 廣田係長によりますと、この桜並木は当 

時この地区に住んでいた住人からの言伝の 

役目（この桜並木よりも低い場所に家を建 

ててはならないということや津波のときは 

桜並木よりも更に上へ避難しようというこ 

との目印）も持っていたそうです。しかし、 

海岸に高さ１１ｍの防潮堤が築かれたこと 

などにより、昭和４０年頃から、かっての 

大津波で浸水被害があった低地に新たな住 

宅が建設されるようになりました。 

 今回の大震災津波では、津波痕跡高17.1 

ｍという大津波が防潮堤を破壊して同地区 

を襲い、死者、行方不明者は合わせて２２ 

人、全壊４９戸、大規模半壊７戸、半壊３ 

戸の被害が発生しましたが、被害はこの昭和４０年以降に新しく家が建てられた低地に集中した 

とのことです。 

 廣田係長に桜並木の間を走行していただきましたが、これこそが「対照的」な光景でした。低 

地部分では震災被災地に特有な荒廃した光景が広がっておりましたが、高台部分では津波により 

流出したと思われる家は一軒もなく、整然とした住宅地が形成されていました。 

 ２月１１日、釜石市より北部の震災被災地の状況を視察させていただいたとき、「自分に何か 

出来ること、協力できることとは何か」を強く自分自身に問いただしてみましたが、答えが見つ 

からなかった自分が大変情けなく感じ、それから暫くの間、自問を繰り返していました。 

 

左側が低地部分､桜並木を挟んで右側が高台部分 

（ 

釜石市唐丹町本郷地区の桜並木(電柱と並行) 

（ 

破壊された第二防潮堤の跡が残る田老地区（右はたろう観光ホテル） 
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しかし、この地区を視察させていただいたとき、古くから住む先人の教えが徐々に風化してし 

まったことがこの地区の惨状を招いた一因と考えた私は「自分には、この震災の記憶を風化させ 

ないためにも多くの人に被災地の現状を伝え、そして被災地の現状を実感してもらうため、多く 

の人に被災地に足を運んでもらうための役割がある。」と悟り、このことが、見つからずにいた 

自分の「答え」であると確信しました。 

廣田係長は私の釜石市滞在中に「河合さんには伝道師になっていただきたい。この記憶を風化 

させないためにも」とよく仰られていましたが、伝道師という言葉、答えはそこにありました。 

私は大きな感銘を受け、胸の痞えが無くなったような気持ちになりました。 

 震災の記憶が薄れるということは、津波の脅威にも匹敵するほど恐ろしいことであると実感し 

た私は、今後もこの想いを胸に多くの人々に震災被災地の現状を伝えていきたいと思います。 

 

（岩手県陸前高田市） 

 岩手県の最南端に位置する陸前高田市の人的被害は、岩手県内最多の死者1,597人、行方不明 

者2 1 6人にのぼり、釜石市と同様漁港施設、海岸施設、水産施設や農業関係施設、公共施設等で 

も莫大な物的被害を受けました。 

 

 私が視察した陸前高田市の高田地区は廣田湾 

に面し、気仙川沿いの比較的平坦な地域に広が 

っており、７万本のアカマツやクロマツの林が 

２ｋｍに亘って続く「高田松原」がありました。 

この高田松原は国指定の名勝となり、陸中海岸 

国立公園にも地域指定され、毎年多くの観光客 

や海水浴客で賑わっていたそうです。 

陸前高田市では、三陸沿岸部によく見られる 

巨大な防潮堤を建設すると、このような観光資 

源の景観を損なうことから、防潮堤は建設せず 

に高田松原を「防潮林」として位置付けており 

ました。 

 

しかし、大震災津波の猛威は、過去数度の津波災害から市街地を守り続けてきた高田松原でも 

防ぐことは出来ず、７万本あった松の木はたったの一本（奇跡の一本松）だけが残り、避難に適 

した高台までは、徒歩では相当な時間がかかる地理的な要因と、自家用車等による交通渋滞の悪 

条件が重なり、この地区だけで1,170人の方が死亡又は行方不明という大惨事を招いてしまいま 

した。 

 視察させていただいた震災被災地の中でも、 

被害が及んだ面積が実に広範囲であることがよ 

く分かりました。大型のダンプカーが巻き上げ 

る土誇りが飛散する、町全体が工事現場である 

かのような光景が広範囲に広がっていました。 

 高田地区を視察させていただいて不思議に思 

った建造物がありました。それは明らかに震災 

後に建造されたと分かるもので、遠目では、線 

路が設けられた陸橋が高田松原のあった海岸沿

いから山の斜面に向かって伸びていくように見

えました。 

 地区の震災ボランティアガイドさんが配って 

いた資料により、この建造物は「希望のかけ橋」と呼ばれるベルトコンベア専用の吊橋であるこ 

とが分かりました。 

高田地区周辺では、1 2 0ｍの山を４０ｍまで削り、ここを高台集団移転用地とし、削り出てき 

た土砂をベルトコンベアで浸水地域に運び、この土砂を嵩上げに使用して新たな中心市街地を造 

 

陸前高田市街(ここまで津波が到達しました) 

（ 

陸前高田市の「希望のかけ橋」 

（ 
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成するための大規模な工事が行われております。 

高台集団移転での住宅建設開始を平成２６年 

から平成２８年まで、災害公営住宅の最終入居 

が平成２９年に完了という計画の元急ピッチで 

工事が展開されている様子が分かりましたが、 

特筆なのが、嵩上げ用の土砂をダンプカーで運 

ぶと１０年かかるのが、このベルトコンベアを 

利用すると２年で済むということです。 

 このような特徴的なまちづくり事業の他、高 

田松原跡地に高さ３ｍと１２ｍの防潮堤を建設 

し、２本の防潮堤の間に松を植え、将来の新高 

田松原を育林する計画もあります。 

 

 陸前高田市の復興のシンボルとして保護されてきた奇跡の一本松は、海水による塩害で深刻な 

ダメージを受け、平成２４年５月に枯死が確認されましたが、今後も復興の象徴として後世に受 

け継ぐため、一本松に人工的な処理を加え、現在の形に復元されております。 

 陸前高田市の現在は、ボランティアガイドさん自身も工事現場のような場所と仰るほどの状況 

でありましたが、ダンプカーなどの作業車の轟音は「復興の足音」であり、巻き上げるのは「復 

興の土誇り」であると私は確信し続けたいと思います。 

 

（宮城県気仙沼市） 

 宮城県気仙沼市は、海抜１２ｍの高台に避難した９３人が亡くなるなど、死者1,189人、行方 

不明者2 3 7人という甚大な人的被害を受け、漁船用の燃料（重油）タンクが倒壊により大量流出、 

出火し、気仙沼港に面する市街地が震災当日の深夜においても燃え続ける大火災の映像ニュース 

が今でも鮮明に記憶に残っています。 

 壊滅的な被害を受けた気仙沼港湾地区を視察しましたが、他の被災地よりも嵩上げが比較的進 

んでいるような印象を受けました。そして仮設の復興商店街も設けられ、被災地視察に訪れてい 

ると思われる方々で賑わっていましたが、港湾地区から離れた内陸部分の住宅地では、やはり震 

災被災地特有の荒廃した光景が広がっておりました。 

 廣田係長は、大震災津波の際、気仙沼市の市街地に打ち上げられた大型漁船「第１８共徳丸」 

を私に見てもらいたかったとのことでしたが、船は昨年の１０月に解体されたとのことです。 

気仙沼市はこの船を「震災遺構」として保存することを目指していたそうですが、この地区の 

震災犠牲者のご遺族の方々や地区の住民から「船を見ていると、あのときのつらい気持ちが蘇っ 

てくる」等の撤去を求める声が強かったため、船主が解体を決めたそうです。 

 廣田係長は「ご遺族の方々の想いは最大限尊重しなければならないですが、震災遺構はそれ自 

体が語り部で、当時の出来事を風化させないためにも残せるものは残してほしいです。」と仰っ 

ていました。 

震災の犠牲になられた方々が避難した公共施設等の遺構は、釜石市の鵜住居地区防災センター 

のように撤去するのが最善の方法だと思いますが、宮古市が震災遺構として保存を決定したたろ 

う観光ホテルの場合は、当時ホテルに客はおらず、従業員も全員無事でしたので、たろう観光ホ 

テルのような震災遺構は、周辺住民の心情に最大限配慮し、各自治体の復興計画の妨げにならな 

ければ、震災の記憶を後世に語り継ぐ役割は大きいと思いますので出来る限り保存してほしいと 

思います。 

しかし、震災遺構の保存、撤去をめぐる問題は、ご遺族の方々や周辺住民の心情と震災遺構の 

役割の重要性との比較をどのように捉えるか等、その解決策を導き出すことは困難と思われ、結 

論に至るまでに相当な時間がかかるであろう、とここ気仙沼の地で実感しました。 

 

（宮城県南三陸町） 

 宮城県南三陸町では、三階建ての町防災対策庁舎の屋上まで水没するなど町職員４２人が、ま 

た、五階建ての公立志津川病院も４階天井近くまで水没し、入院患者など７５人が亡くなるなど、 

 

かっては多くの観光客で賑わっていた道の駅「高田松原」 
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死者6 1 8人、行方不明者2 2 1人という甚大な人的被害を受けました。 

 防災対策庁舎は、津波襲来の１５時２５分頃まで防災無線放送で繰り返し住民に避難を呼びか 

け続け、多くの命を救った町危機管理課職員の遠藤未希さん（当時２４歳）が犠牲となった悲劇 

の場所であり、遠藤さんは震災発生から１ヶ月後の４月２３日、自宅近くの志津川湾沖で遺体と 

なって発見されました。 

 防災対策庁舎は、震災のモニュメントとして震災遺構の役割を果たし、保存を求める強い声も 

あったことから当初は保存される予定でした。しかし、町の復興計画推進の上で支障となるなど 

の理由から町は平成２５年度中に解体する方針を示しましたが、宮城県と復興庁が震災遺構とし 

ての保存のための支援を打ち出すなどの理由から、解体予定は一時保留となっている模様で、私 

が訪れた３月１日時点でも解体されずに残っておりました。 

 

 この場所は大震災津波の数ある悲劇の舞台 

の一つとして知られているため、私が訪れた 

この日も、慰霊のための来訪者が後を絶たな 

い状況でした。 

防災対策のための建物が、鉄骨だけが残っ 

た無残な状態にまで破壊されてしまった当時 

の状況を想像すると、本当に言葉になりませ 

ん。それだけこの建物の壊滅状態は凄まじく、 

惨いものがありました。 

決死の覚悟で住民に避難を呼びかけ続けた 

遠藤さんは本当に立派に職責を果たされたの 

だと感じました。防災対策庁舎前に設けられ 

た祭壇の前で手を合わせたとき、遠藤さんの 

 

決死の呼びかけが聞こえてくるよう雰囲気がありました。 

私は、遠藤さんと同じ自治体職員として敬意を込め、ご冥福をお祈りさせていただきました。 

 

私が南三陸町の防災対策庁舎を訪れた日の一週間後、遠藤さんのご両親の現在の様子が特集と 

してテレビ放映されていました。以下は放映の内容です。 

 

未希さんのお母さん（美恵子さん）は、未希さんが介護の仕事を志すため町外での就職を考え 

ていたところ、南三陸町での就職を望む美恵子さんの想いをくみ取り、未希さんが町役場に就職 

したことを悔やんでおり、「もし娘の希望どおり町外へ就職していたらこんなことにならなかっ 

たはず」との想いが暫くの間、美恵子さんの心を覆っていました。 

 そのため、なかなか前向きに生きていくことが出来なかった美恵子さんは震災から１年半後、 

未希さんの遺品を整理していたときにある手紙を偶然見つけました。 

その手紙は未希さんが二十歳の記念に自分自身に宛てた手紙でしたが、手紙には「人生って楽 

しいことばかりじゃないけれど、苦しいことやつらいことを乗り越えてほっとした時、いつも心 

に浮かぶのはこの一言です。母さん、私を生んでくれてありがとう」とつづられていました。 

美恵子さんは、未希さんが自分への感謝の気持ちを心の支えにしていたことを知り、感動で溢 

れる涙を堪えることができませんでした。 

 

手紙を読んだ美恵子さんは、自責の念が取り除かれるような気がしたそうで、その後は、仮設 

住宅で暮らす方々の悩み事などを聞く仕事を行うようになり、そこでは未希さんに大変良くして 

もらったなど、未希さんを知っている人にも出会えました。 

 美恵子さんは、未希さんが多くの人たちの中で生き続けていることを知り、未希さんのこと、 

震災のことを多くの人に語り継いでいくことが自分の使命と悟り、自宅裏の高台に民宿を建て、 

民宿の宿泊者に未希さんの想い出を語っていくとのことでした。民宿の名前は「未希の家」とさ 

れるそうです。 

 

悲劇の舞台 南三陸町防災対策庁舎 

（ 
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（宮城県石巻市） 

 宮城県石巻市は、震災当時およそ１６万人の人口を要する県内第２位の都市であり、岩手、宮 

城、福島の３県では最大の約１２万人の市街地が旧北上川河口を中心として海に面していました。 

震災当時は市内各地で避難車両による大渋滞が発生し、そのまま津波に飲み込まれた車両が多 

数あったこともあり、今回の震災における自治体別の死亡者、行方不明者数では最も多い3,957 

人もの数多くの市民の方々が犠牲となってしまいました。 

 石巻市を襲った津波の勢いは激しく、北上川を氾濫させながら猛烈な勢いで逆流し、河口から 

約５ｋｍも上流にある石巻市立大川小学校を襲いました。そして徒歩で避難中だった児童1 0 8人 

のうち７４人、教職員１３人のうち１０人が犠牲になるという悲劇が起こってしまいました。 

 宮城県が策定した津波浸水域予想図では、海岸から約３ｋｍを浸水予想区域としており、大川 

小学校のある区域は浸水区域外とされていたことも要因の一つと考えられますが、大川小学校の 

津波発生時の危機管理マニュアルでは、具体的な避難場所が明記されておらず、なお、大川小学 

校自体が避難場所と指定されていた区域もあったことから、近隣のお年寄りなど多くの住民が大 

川小学校に避難してきたそうです。 

大川小学校の教職員は、児童や近隣住民を校庭に集合させたまま、避難先をどこにするのかの 

協議を行い、地震発生からおよそ５０分たってようやく避難先を決めました。 

 協議の末決まった避難先へ移動した矢先、北上川の堤防を越えてきた巨大な津波に児童たちが 

飲み込まれ、その様子を見た列の後方にいた児童の一部は木々が生い茂る裏山に駆け上って助か 

ったとのことですが、児童の中には津波の勢いに圧倒され、そのまま地面に座り込んで歩くこと 

すら出来なかった児童もいたとのことです。 

 

 大川小学校の惨状は、私がこれまでに視察させていただいた震災遺構の中でも最も凄まじい壊 

滅的な様相を呈しておりました。大川小学校での出来事が、とてもこの世の出来事とは考えられ 

ず、私は暫くの間、茫然自失で大川小学校の惨状を眺めていました。 

 鉄骨鉄筋コンクリート作りの二階建て校舎は震災時には全てが水没したと思われ、教室にあっ 

たものを全て流出させたことが分かりましたし、ガレキの衝撃の影響でしょうか、壁のところど 

ころが崩れ落ちており、校舎から体育館と思われる所へ続くコンクリート製の陸橋が大きく捻じ 

曲がりながら倒れている等、完全な廃墟と化していました。 

  

さらに大川小学校の学校敷地内には、学校や地域の行事等で使用されていたと思われる野外ス 

テージがありました。野外ステージの壁も鉄筋が剥き出しになり、一部は崩れておりましたが、 

この壁には、平成１３年度の卒業生が制作した世界の子どもたちが優しく微笑みながら手を繋ぐ 

絵が描かれておりました。壁に描かれている子どもたちと津波に流されてしまった大川小学校の 

児童たちの姿が自分のイメージの中で重なってしまった時は、本当に辛い気持ちになりました。 

 そしてこの絵とともに岩手県出身の詩人、宮沢賢治の「世界が全体に幸福にならないうちは、 

個人の幸福はありえない」との有名な言葉が描かれておりました。その言葉は今から１０年以上 

も前に描かれた言葉なのに、私には何故かその言葉が、震災後に壁から浮き出てきたように感じ 

 

津波の凄まじさを物語る倒壊寸前の陸橋 

悲劇の舞台 大川小学校の惨状  

（ 
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てしまい、津波の犠牲となり短い生涯を閉じてしまった児童たちが生きてきたこの世界は、幸福 

な世界だったと言えるのか、思慮してみても答えは見つかりませんでした。 

 

 

もう、言葉がありませんでした。 

 本来、小学校という場所は、子どもたちの元気な歓声が響き亘っている場所なのに、震災当時 

は、子どもたちの悲鳴が飛び交っていたのかと思うと、本当に可愛そうでなりません。 

地震発生から津波到達までのおよそ５０分という時間が避難に要されたのではなく、避難のた 

めの協議にほぼ費やされてしまったことには本当に残念でなりません。 

 どうして光輝く未来に向かって夢や希望を持って成長していくはずの子どもたちを救ってやれ 

なかったのか、大川小学校の惨状を目の当たりにし、教育委員会職員としての私は、学校におけ 

る、本来あるべき防災対策について考察しました。 

 大川小学校は、北上川の堤防から数百メートルしか離れていない平地にあり、学校の裏側には、 

避難道が整備されていない山林がありましたが、私は、①学校の裏側に避難に適した山があるの 

に、避難道が整備されていなかったこと、②川の堤防の付近、しかも平地部分に学校が建ってい 

たこと、③釜石市の児童・生徒のような｢想定にとらわれない行動｣が普段から訓練されていなか 

ったこと、この三点が大川小学校での悲劇を起こしてしまった要因と考えました。さらに、未曾 

有の有事が想定される場合、学校を地区の避難場所としていても、学校自体が避難場所として機 

能しないことがこの地での出来事で明らかになったと思いますので、有事の際の危機管理マニュ 

アルはこのことも想定して明確な避難対策が講じられるものでなければならないでしょう。 

 この地での出来事は必ず後世への教訓にしなければいけません。そうじゃなければ尊い命を津 

波の猛威に奪われた子どもたちに何と報いてよいのか分かりません。 

 廃墟となった大川小学校を前に、私は多くの教訓を学ばさせていただいたことを感謝し、そし 

て天国の子どもたちや教職員の方々へ心からの哀悼の意を表させていただきました。 

  

 ２月１１日と３月１日の２日間、岩手県と宮城県の震災被災地を視察させていただきましたが、 

テレビや新聞等でしか見ることが出来なかった震災被災地の状況を直視し、私は改めて命の尊さ 

とともに家族の絆、人との絆の大切さを痛感いたしました。 

 私にとって貴重な経験、財産となりましたこの度の震災被災地視察を実現していただいた廣田 

係長に心より御礼申し上げます。 

 

④復興への道程 
 今年は東日本大震災発生から丸三年を迎えます。３月１１日を迎えるにあたり、テレビや新聞 

では頻繁に震災被災地の現状を特集しておりましたが、報道の共通のキーワードは「復興が進ん 

でいない」という言葉であったと思います。 

 実際、東北の被災３県の復興公営住宅建設工事完了率が、岩手県で4 6 7戸（計画戸数6,038戸 

の7 . 7％）、宮城県が3 2 2戸（同15,608戸の２％）、福島県が1 7 8戸（同7,582戸の2 . 3％）で、 

 

野外ステージの壁に描かれた世界の子どもたち  

（ 

より一層の悲壮感を醸し出す宮沢賢治の言葉 

（ 
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平均では3 . 3％というかなり低い割合（平成２６年３月１０日現在）がクローズアップされたり、 

釜石市においても、被害の大きかった鵜住居地区や東部地区における区画整理事業のための用地 

買収もあまり進んでいないということを廣田係長からお伺いし、そして自分が直視した震災被災 

地の光景を顧みると、確かに「復興は進んでいない」と、自分も当初は感じておりました。そし 

て、阪神大震災の復興状況と比較され、東日本大震災の被災地は明らかに復興が遅れているとい 

う印象を多くの国民の方が抱いているのではないでしょうか。 

 しかし、一律にそのような印象を抱かれてしまうことに私は疑念を感じ、そのことが被災地復 

興のため懸命に努力している全ての人へのプレッシャーになってしまうのであれば私は警鐘を鳴 

らしたいと思います。 

 

 東日本大震災津波で被害を受けた自治体は、釜石市のようにリアス式の海岸沿いにあるわずか 

な平地部分で市街地が形成されているケースが多いため、浸水した市街地からの住民移転用地を 

確保するのが大変困難です。震災被災地の市街地は面積が限られているために地価が高く、複雑 

な利権が絡み合っているケースが多いため、元々用地交渉が円滑に進展しにくい場所ですが、復 

興需要拡大を見越した土地価格の上昇が、さらに用地交渉を困難にしております。 

そのような背景もあるため高台集団移転を復興計画に掲げる自治体が多いのですが、すぐに住 

宅地が造成できるような高台は稀で、ほとんどの場合、用地買収から始まり、山を削り、地均し、 

道路を作り、上下水道も整備してというパターンがほとんどなので、移転用地確保には、どの震 

災被災地でも長期的な復興計画（釜石市の場合で１０年）で対応しているというのが現状です。 

 移転に適した高台がない被災地では、浸水地域の嵩上げを中心としてまちづくり事業を行って 

おりますが、陸前高田市の例は稀で、ほとんどの場合、ダンプカーだけで嵩上げ用の土砂を運ん 

でいるので、高台集団移転と同様に長期的な復興計画で対応せざるを得ないのが実状であります。 

 最近の事象としては、長期的な復興計画の進行に不安を抱き、被災地での生活をあきらめて内 

陸部へと転出する方が多数出はじめています。そのため、被災自治体が地区住民との幾度にも亘 

る話し合いの成果として、震災当時の人口規模で策定した復興計画そのものが見直しの必要に迫 

られており、このため更に復興が先送りになる懸念が生じています。 

さらに、建築資材の高騰、深刻な作業員等の人手不足を背景として復興公営住宅等の復興関連 

工事の入札では、当初予定価格では落札されないケースが起き始めているのも深刻です。 

 そして釜石市では、全国からの派遣職員だけではなく、市役所の各部署から市の復興業務を担 

当する復興推進本部への職員異動が実施されていますが、復興推進本部へ異動した職員の補充が 

十分にされていません。 

このことは、業務の停滞だけではなく、職員の健康管理の阻害といった新たな懸念を生じてお 

ります。このような「身を切る」行為を震災被災自治体に負わせることは、全庁的な復興推進へ 

の取り組みの妨げとなると考えます。 

 全国的には財政的、職員管理上の制約から震災被災地への職員派遣を取りやめる自治体が出始 

めている現状ですが、マンパワー不足は釜石市だけではなく、少なくとも岩手県内の震災被災地 

では特有の課題ですので、今後も長期的、全国的な支援の手を差し伸べていかなければいけない 

ことを１ヶ月半の派遣期間を通して実感しました。 

  

 東日本大震災の被災地の多くは、上述した事情を抱えています。そのため、人的、物的被害の 

規模や復興過程が異なる阪神大震災と比較して復興の進み具合を論じても、私は空論ではないか 

と思います。私としては「復興が進んでいない」というのではなく「復興のための準備が進んで 

いる」と感じます。復興への真のスタートラインに立つまでには、やはり一定程度の年数が必要 

と思います。それほど東日本大震災は未曾有の甚大な災害だったと言えます。 

 

 釜石市では、平成２３年１２月２２日、委員会、懇談会やワークショップなど様々な会議を通 

じて多くの市民をはじめ関係者の参画のもとで策定された「釜石市復興まちづくり基本計画（ス 

クラムかまいし復興プラン）」により、震災による甚大な被災状況の中から一日も早い復旧、復 

興を実現し、今を生きる世代にとっては安全・安心のもとで暮らしやすく、また未来に誇れるま 

ちを次代を担う世代に継承できるよう、市民一丸となって復興への取り組みを推し進めています。 
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 この計画の期間は１０年であり、具体的には、生命優先の減災まちづくりの推進（防潮堤、防 

波堤等の整備）、住まいとコミュニティの再構築（災害公営住宅の整備、安全な居住地の確保、 

仮設住宅での生活支援）など１２のスクラムプランで構成されています。 

 市内の被災２１地区では、被災市街地復興土地区画整理事業や津波復興拠点整備事業（鵜住居 

地区と東部地区のみ）、防災集団移転促進事業など、釜石市復興まちづくり基本計画に掲げられ 

た各種整備計画の大半が既に着工されております。 

 そして昨年の３月に竣工した市内第一号である上中島復興公営住宅（予定戸数２１０戸）の入 

居が同年５月に開始されたのを皮切りとして、平成２６年２月までに計４棟の復興公営住宅が竣 

工し、計画的な入居を進めております。 

 さらに釜石市は平成２６年度一般会計当初予算において、前年度比2 2 5億4,500万円、26.4％ 

増の総額1,080億円（このうち震災関連予算が約9 0 0億円）という本格復興推進のための積極予 

算を編成しました。 

釜石市の野田市長は、市議会３月定例会の施政方針で「東日本大震災から立ち上がり、持続可 

能な地域社会として復興を成し遂げることができるかは正にこれからが正念場。市民と一丸とな 

って本格復興を推進していけるよう、誠心誠意取り組んでいく」と述べられました。 

 釜石市復興まちづくり基本計画が計画策定の段階から１０年という期間を見越していることに 

は、特に被災後に仮設住宅で暮らしている方々からは色々な意見があったことと思います。 

この期間設定は止むを得ないものと釜石市税務課の東課長も仰っておりましたが、私としても 

手探り状態の中での復興への道程を考える過程で多くの市民の創意として策定された釜石市の復 

興まちづくり基本計画を尊重し、新生釜石市として「復興宣言」される日を心より待ち望んでお 

ります。そして、そのための鍵を握るのが更なる人的支援であるということを補足します。 

 

 東日本大震災から丸３年を迎える３月１１日の午後２時４６分、確定申告会場にいた私は、市 

民税係の職員の方々、申告に訪れた市民の方々と共に一分間の黙祷を捧げました。震災で尊い命 

を亡くされた方々のご冥福をお祈りし、最愛のご家族を失われたご遺族の方々に謹んでお見舞い 

申し上げ、震災被災地の復興を願い、追悼の意を表させていただきました。 

 釜石市で黙祷を捧げることが出来たことは、いつまでも私の脳裏、心に残ることでしょう。 

 

⑤おわりに 

 釜石市をはじめ東北の震災被災地では、未曽有の震災から立ち上がり、復興へ向けた取り組み 

に尽力されております。その根底には、被災された方々の心の「福幸」を図らなければ、真の復 

興は成し得ないという想いが根付いているものと思います。 

被災された方々が毎日を幸せに過ごし、人々の笑顔が溢れるまちづくりを後押しする意味でも、 

微力ながら、私も今後も震災被災地にエールを送り続けていきたいと思います。 

 

 この報告を最後までご覧いただいたことに深謝いたします。そして、一人でも多くの方が震災 

被災地へ想いを馳せていただければ幸いです。 

 

                   平成２６年５月２６日 

                    北広島市教育委員会教育部教育総務課 河合 一 

 

 

【報告作成にあたり参考とさせていただいた資料等】 

・釜石の記録 東日本大震災 平成大津波２０１１．３．１１ 

（平成２３年９月第３刷 藤枝 宏 氏 発行） 

・岩手県東日本大震災津波の記録（平成２５年７月２版 岩手県発行） 

・撓まず 屈せず 復旧・復興の歩み（平成２６年１月 釜石市発行） 

・復興釜石新聞（平成２６年３月８日 第２７５号） 

・２０１４年釜石市東日本大震災犠牲者追悼式～被災３年の歩み～ 撓まず 屈せず 

（平成２６年３月１１日 釜石市総務企画部総務課震災検証室発行） 

 


